
電源線が一種のアンテナとなり、そこから漏洩する妨害波の電力を吸収クランプ
により測定します。

電源線の場所によって妨害波の強さが異なるため、吸収クランプを移動させて一
番大きな妨害波の電力強度を測定します。

測定場所としては、シールドルームや電波暗室が用いられます。

※「資料を読まれる方に」もお読みください。
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